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■温室効果ガス排出量の実績推移

■電力使用量（千kWh）
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第4次長期経営計画では、3つのブランド戦略（「ネットワーク」「アジア」「ＣＳＲ」）を柱とした営業戦略を展開しています。
とくに、長期経営計画では「温室効果ガス排出量削減」を挑戦指標に掲げ、
地球温暖化防止に取り組んでいます。

第4次長期経営計画では 3つのブランド戦略（「ネットワーク」「アジア」「ＣＳＲ」）を柱とした営業戦略を展開しています

地球温暖化防止に向けた取り組み

 ココに注目 ！
温室効果ガス排出量削減の内訳は、真水による削減分5.5％、排出権の
購入による削減分24.89％により、30.39％の削減となりました。
尚、当行独自の長期経営計画には、本業の金融商品を通じた削減分
1.72％、植樹活動や環境対応車への切り替えによる削減分0.93％が含ま
れており、トータルで33.04％の削減が図れました。

　前長期経営計画（平成19年4月～平成22年3月）におい
て、「温室効果ガス（CO2）排出量6％削減（平成18年度対
比）」を経営計画に盛り込み取り組んでまいりました。省資
源・省エネルギーの活動をはじめ、お客さまが取り組まれ
る環境保全活動を金融面で支援してきた結果、平成22年
3月末最終実績では、CO2排出量を33.04％削減するこ
とができました。

温室効果ガス排出量
33.04％削減

　平成22年4月にスタートした、第4次長期経営計画（平
成22年4月～平成25年3月）では、「CO2排出量25％削減
（平成18年度対比）」に挑戦します。日本の中期目標は、
「温室効果ガスを2020年までに1990年対比で25％削減」
という目標ですが、当行の削減目標はそれを大きく上回る
挑戦的、野心的な目標になります。地球温暖化防止に向
けて、積極的な活動を展開してまいります。

第4次長期経営計画では
温室効果ガス25％削減に挑戦 地球環境保全に貢献

～新入行員による植樹を実施～
　新入行員162名が「びわこ地球市民の森」で、アラカシやシラカシ、
ヤマモモなど500本の苗木を植樹しました。当日は天候にも恵まれ、自
らが環境保全活動を体感することにより、当行のＣＳＲ経営への理解
を深めました。
　また、植樹後は創立70周年に当行が植樹をした区画を見学。7年
近くで大きく立派に生長した樹木に、新入行員一同大変感動し、地
球環境保全への思いを新たにしました。

省エネ努力と
排出権の購入により
30.39%削減
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※新事務棟へのコンピュータシステムの移行に伴う二重稼働により、平成19年、20年度の
　ＣＯ２排出量は増加しましたが、平成21年度は大幅に削減が図れました。

詳細はＷＥＢをcheck
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NEW

・役職員自らが省資源・省エネルギー活動に努める
・環境効率の高い省エネルギー機器への更新
・グリーンITの導入
・お客さまへの金融面での環境保全活動支援
・植樹活動や、自社車輌の環境対応車への切り替え

具体的な取り組み内容

■ガス使用量（m ）3 ■上下水道使用量（m ）3


